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研究背景 

2012年の全国学力学習状況調査の結果， 

アンケートデータから現状の分析を行う． 

 

 

 

 

 

• インターネットの普及
[3]

 

• 学習形態の変化
[4]

 

• 都道府県での生活環境の違い？ 
• 塾などによる学習形態の変化？ 
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生活の多様化 

各都道府県で学力に差が発生 



分析方法 
 

   2012年 全国学力・学習状況調査の調査結果 

   及び，アンケートデータ 

   厚生労働省 2012年 人口動態統計月報 

 

   アンケートから効果的と思われる質問の抽出 

   総合正答率と生活環境の分析 

 
質問抽
出及び，
データ
の整理 

データ
の関連
性を調
査 

質問項目
の成分 

データから
の視覚化 

各都道府県
からの情報
の読み取り 

• 使用データ 

• 研究手段 
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質問の抽出及び，データの整理 
 

  

  

質問項目 

全77問
[1]

 

学力に直結する質問 
家族との関係に関する質問 

質問項目 

8問 

その他のデータ
[2]

 

 
 

データ対象理由 

各都道府県の子供の人数による教育の質の変化． 
それぞれ家庭環境に直結するデータである為． 
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※Appendixにて内訳を掲載 

出生数 
離婚数 



データの選別 
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各都道府県の全体の正答率は目的変数として活
用するため主成分分析の際は，データから除外
して分析を行う． 

 

•抽出された8つの質問項目，調査対象学校数， 
調査実施学校数． 
    + 
•家庭環境に直結すると考えられる，離婚数と出
生数を変数に加える． 
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質問項目の分類 
主成分分析 

• 主成分
1 

• 主成分
2 
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表1 各データの主成分 
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学校側が関わる成分？ 

家庭内の環境が 
 関わる成分？ 



データの視覚化① 

図1 質問項目の因子分析 

全12データの分類 

主成分2が高い2データは 
学校が関わる数値である 

主成分1が高い10データは 
家庭環境が関わる数値である 

主成分1 = 学校の 
       教育環境  

主成分2 = 家庭内環境 
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データの視覚化② 

図3 正答率と成分1の関係 

主成分1と全体の正答
率 

相関 =-
0.023438437 
 左図，相関の数値 
から見ても相関関係
は低いと言える 
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データの視覚化③ 

図4 正答率と成分2の関係 

主成分2と全体の正答
率 

相関 = 0.974517117 

左図，相関の数値 
から相関関係が極め
て高いと言える． 
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仮説の実証① 

各都道府県の学力の差は，
都道府県の学校による取り
組みよりも各家庭環境や家
庭内学習に大きく依存する
ことがわかった． 
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家庭環境の中でも特に学力
に大きな影響を与えている
要素は何か？ 

表2 主成分2データのばらつき  
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仮説の実証② 

全体の正答率から上下5位の10のデータによる，
データの比較． 
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各都道府県で母数が違う為，各データの平均値の
標準偏差の大きさで比較を行う事とする． 

全体のデータの標準偏差との比較も行う事とする． 
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仮説の実証③ 
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表3 上位，下位の標準偏差による主成分2の比較 
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仮説の実証④ 

14 

 

 

標準偏差の高い3つ選択 
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表3 上位，下位の標準偏差による主成分2の比較 
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仮説の実証⑤ 

データのばらつきが大きく，
各都道府県の児童に対する
影響が大きいと考えられる． 

3つのデータは勉強に直接関
係の無い物であり，家族と
の関係のデータと考えられ
る． 

表４ 上位，下位の主成分2データのばらつき具合 
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まとめ 
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•学力差は学校による教育体制に依存する可能性

は低い 

•家庭環境（特に家族との関係性）に強く関係し

ている 

•初等教育の期間は家族からの影響が強く，学習

への取り組みよりも家族間の関係性を重視する

ことが大切と考えられる． 

相関 =-
0.023438437 

相関 = 
0.974517117 

S-PLUS & VISUAL R PLATFORM 学生研究奨励賞 



提案 
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分析結果より 

家庭環境を踏まえた学校環
境つくりが必要 

親子を交えたイベント等の
親子のコミュニケーション
が広がる場を作る 

初等教育の学力向上の為に
学校の体制だけ変えれば良
いというわけでは無い． 

表４ 上位，下位の主成分2データのばらつき具
合 
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今後の課題 
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①本研究2012年のデータのみでの分析だった為， 

過去と近年までのデータがあるとより正確な分
析が行えると感じた． 

 

②分析の際に，各都道府県で生徒の母数が違う
為標準偏差に偏りができた可能性がある． 

母数の量を考慮した分析が必要． 

 

 
東京都 調査実施児童数 

11,708人 
沖縄県 調査実施児童数 

6,831 人 
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質問項目の内訳 
        

        
1. 平日にテレビゲームをする（２時間以上） 

2. 平日にインターネットをする（２時間以上） 

3. 平日の放課後に学習をする（１時間以上） 

4. 休日に学習をする（１時間以上） 

5. 塾に通っている 

6. 自宅でお手伝いをする 

7. 学校での学習内容についての予習の有無 

8. 学校での学習内容についての復習の有無 
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データの形式 

各アンケートの回答を％で各都道府県で集計 

各都道府県のアンケートの回答した児童数と掛け， 

％ではなく，人数でのデータとして使用． 
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例）全国 

回答児童数 270,547人 

 Q．家で手伝いをしている 

はい 80.2%  いいえ 19.8% 

はいと回答した児童数 

270,547(人)×0.802(%)＝216,978.694(人) 
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表5 各カテゴリーばらつき  
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S-PLUSインポート 
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S-PLUS相関分析 

各教科の正答率と全体
の正答率の相関が全て
高く，同一カテゴリ
データと区分． 
データを全体の正答率
のみを変数として扱っ
た． 
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